
仕事が楽しい人Ｆｉｌｅ．４８：松本真二さん（内装設計施工職） 

 

 

（※右から 2 番目の黒ジャケットの人が松本さん） 

 

◆松本さんが見つけたオフィスデザインの仕事のエアポケット 

 

今回ご紹介する仕事が楽しい人は、  

オフィスや店舗、そしてマンションなどの内装の設計施工管理をする 

松本真二さんです。 

 

松本さんがこの仕事を始めたのは７年前。 

ＩＴ関連企業の社内施設の設計コンペに参加したことがきっかけとなり、 

オフィスデザインに関心を持ちだしました。 

依頼されたのは、社内カフェの設計。 

日夜、パソコンと向き合い会話の少ない職場に、憩いの場を設けたいということで、 

この企画が立ち上がりました。 

 

松本さんは、カフェの構想を練る準備として、 

このＩＴ関連企業の社員が働いているオフィス環境の実際を見学させてもらいました。 

この時に抱いた松本さんの第一印象は、 

“養鶏場” 

パソコンに向かう人が整然と並んで仕事をしている、 



殺風景で色がない空間を見て、松本さんは息を飲みました。 

働いている人たちが楽しく仕事ができ、毎朝会社に来たいと思えるようなオフィスを作り

たいとの思いが、松本さんに芽生えた瞬間でした。 

 

この体験を契機にして松本さんは、オフィスのデザインに仕事の軸足を移すのですが、 

この時まで松本さんが行っていた仕事は、飲食店の立上げを支援するコンサルティング。 

具体的には、動線を考慮した厨房やホールのレイアウトの設計やメニュー作り、 

そして、オープニングでのスタッフ教育などです。 

 

先のＩＴ関連企業のカフェの設計に関するプロジェクトに松本さんが加わったのは、 

カフェ業態を立ち上げた経験があったからで、松本さんは、内装設計の専門家ではありま

せんでした。 

簡単な言葉に置き換えると、松本さんは、内装設計の“素人”だったわけです。 

特に、オフィス内装については、まったくの未経験。 

 

でも、松本さんは、“養鶏場”のようなオフィスを見て、 

「自分がやりたいのはこれだ！」 

と、心のスイッチがオンになったのでした。 

 

こうと決めた松本さんは、猛烈に勉強をしました。 

例えば、 

工事や施工の知識。 

配線、床張り、机などの事務用品の搬入の順番や手順を誤ると、大幅な工期遅れ、 

すなわちコストアップにつながります。 

カーペットなどの材料に関する知識。 

材質、毛足の長さなどで、へたりやすさや色合いの劣化度などが異なります。 

スペースに関する知識。 

机の後ろのスペース幅や、通路幅。オフィスの入り口から受け付け台までの距離など、 

人がすごしやすい、心地いいと感じる距離があります。 

 

これらの専門知識を学んでいた松本さんに、第一号のオフィスデザインの仕事が舞い込み

ました。 

それは、松本さんの知人の税理士の先生からの依頼。 

独立開業するので、新オフィスのデザインをして欲しいというものでした。 

働く職員や来訪者にとって快適な空間を作るというテーマで話が盛り上がりました。 

オフィスの色調、机や椅子、レイアウトなどなど、カタログを見ながら、徐々にイメージ



が固まります。 

すると、大きな壁に突き当たりました。 

それは、予算がないということ。 

 

独立開業するには、雇う職員の人件費、新規顧客を開拓する販促費、オフィス家賃など、 

多大な初期費用がかかります。 

ですから、予算に限界があるのは、ある意味当然ともいえます。 

 

ピンチの後にはチャンスあり。 

松本さんは、ここに大きな商機を見出します。 

 

この商機が何だったかは、下記の 

「お客様が気づいていないニーズに気づく、松本さんのこだわり」 

をお読みください。 

 

 

◆松本さんが大切にするキーワード 

 お客様が気づいていないニーズに気づく 

 お客様の言葉だけではなく実態をリサーチし、真のニーズを見つけ出す。 

 この真のニーズにかなった仕事をするのが自分の存在価値なのだと考えます。 

  

◆松本さんのパワー○○ 

ゴルフ 月１回～２回 

 ゴルフは、メンタルがそのままプレイに現れるスポーツなので、自分の状態を客観的に 

見つめ直せ、リフレッシュできます。 

 また、色んな人と仲良くなれるのも楽しみの一つです。 

 

◆松本さんのコツコツ 

 島根をメジャーにする会 

 ６年程前に、自分と同郷の島根出身の人と飲み会で一緒になり、意気投合。 

 あまり知られていない県・島根を世に広めようということなり、半年に１回の頻度で、 

 島根をメジャーにする会を開催しています。 

 島根県出身者に限らず、多くの方々に面白いと支持いただき、延べ１，０００人以上の 

人に参加いただいています。 

  

 



 

◆お客様が気づいていないニーズに気づく、松本さんのこだわり 

 

松本さんの前に立ちふさがったのは、限られた予算。 

ここで、どのくらい厳しい予算だったのかを松本さんに尋ねると、 

「数十万円、しかも前半の数十万円」との回答。 

机、椅子、そしてカーペットなど、全ての購入品の総額なので、かなり渋かったようです。 

 

とは言え、松本さんは、この予算の壁を乗り越えるために動きます。 

 

メーカー品のオフィス家具は高いので、家庭用の市販家具を探しました。 

小売店を回り、ネットでも検索。 

すると、デザインもなかなか、お値段もお手頃の商品が見つかりました。 

そんなこんなと費用が掛からないような工夫を重ねて、ご依頼主の希望に叶うようなオフ

ィスをデザイン施工したところ、税理士の先生はもちろん、オフィスに勤務する職員のみ

なさんも大喜びしてくれました。 

特に、税務の打ち合わせのために訪れた顧問先の方々の評判が、すこぶるよかったようで

す。 

それは、モダンにデザインされたオフィスが、税理士という仕事の特性上から醸し出され

るお堅いイメージを払拭し、リラックスした雰囲気で話ができたからです。 

 

こちらの税理士事務所は、その後、順調に顧問先数が伸び、今では、職員さんが８人ほど

在籍する規模になったそうです。 

 

松本さんは、この後も、低予算のオフィスデザインの仕事を続けます。 

すると、オフィスデザインという業務分野に空いたエアポケットを松本さんは発見しまし

た。 

 

それは、オフィスデザインという仕事は、高価格帯と低価格帯に分かれていて、中価格帯

のサービスをする企業がないというものでした。 

 

高価格帯とは、実績のある店舗デザイナーが斬新なオフィス空間を設計するサービス。 

低価格帯とは、電話やコピー機の購入を前提に、オフィスに必要なものすべてを一式揃え

見積もるサービス。 

高価格帯のデザインは、おしゃれで洗練されていますが、ここまでの費用を出せる企業は

限られています。 



低価格帯の事務機器業者さんには、デザインという発想はほとんどなく、事務用品を整然

と並べるレイアウト提案。従って、金額は安いですが、デザイン性が乏しい。 

 

松本さんは、おしゃれなオフィスをお手頃な値段で企画設計してくれるサービスがないこ

とに、お客様が不満を抱いている実態をつかみました。 

松本さんが、他業界からの転身、まさに、“素人”ならではの着眼がここにあったわけです。 

 

松本さんが目指す内装設計施工の仕事は、 

クライアントがどんな業種であれ、働きやすい職場空間を作り出すことで、社員のみなさ

んが活き活きと仕事をして、結果、業績も伸びる。 

そんなサポートをしていきたいのだそうです。 

 

施工の終わりが縁の切れ目ではなく、施工の終わりが縁の始まり。 

 

施工し終えたオフィスを、クライアントの社員の皆さんは、持続的に活用するのですから、 

まさに、ここから、松本さんが施したオフィスデザインのサービスが始まるわけです。 

 

松本さんは、 

“お客様が気づいていないニーズに気づく”  

をモットーに仕事に取り組んでいます。 

そのために、お客様の仕事の内容、オフィスの使い方を、細かく教えてもらいます。 

必要であれば、お客様が仕事をしている実際を見学させてもらいながら。 

すると、ちょっとしたアイデアが浮かんで来るそうです。 

 

実例を、会社のロゴマークやコーポレートカラーを基調としたオフィスのデザインを頼ま

れたケースで示します。 

このオフィスは、来客用スペースと執務スペースを、大きな本棚で間仕切っていました。 

この本棚に、依頼されたデザインの細工を施す方向で話がまとまりかけましたが、引き続

き松本さんが、オフィスの使い方を色々と聞き出すと、多数の顧客をお招きしたワインパ

ーティーを定期的に開催しているというのです。 

ここで、松本さんは、閃きます。 

であれば、間仕切りとして使用している本棚にキャスターをつけて、可動式にしようと。 

このアイデアは大当たり。 

狭いオフィスがパーティールームに変更可能となり、ワインパーティーは、これまで以上

に盛り上がるようになりました。 

 



この実例を通じて、松本さんが大切にするモットー 

“お客様が気づいていないニーズに気づく” 

の真骨頂が、ここにあるのがよくわかります。 

 

松本さんの志、 

“働く人が楽しくなるオフィス空間を広げ、より明るく幸せな世の中を創る” 

が成就されるのを、私も心から支援したいと思いました。 

 

追記 

最後に記載した、本棚を可動式にしたオフィスデザインの事例は、当社のものです。 

当社のオフィスは、松本さんにデザインしていただきました。 

お蔭様で、我々アッシュ社員は、いつも楽しく仕事をさせていただいています。 

（アッシュ一同より、御礼申し上げます） 

 

◆松本さんのプロフィール 

職業：内装設計施工職 

所属：株式会社アカンプリッシュ（http://www.accamplish.com/） 

   

◆空間デザイナーとは？  

（13 歳からのハローワーク公式サイトから抜粋。松本さんの仕事と合致する職種が掲載さ

れていないため、近いと思われる職種を選定しました。） 

屋内、屋外を問わず、暮らしの中にあるさまざまな空間をデザインする人。百貨店や店舗

などの商業空間、ホールや公園などの公共の空間、マンションや住宅などの生活空間など

利用目的に合わせて空間をデザインする。クライアントからの要望に沿って、コンセプト

作りを行い、図面や模型を作成し、内装・外装材、照明、インテリアなどの素材選びにい

たるまで職域は多岐に渡る。それぞれの空間において、利用する人が快適で満足できる空

間を提案するためにはアイデアと企画力が必要となる。また、さまざまな人と関わり、施

工全体を把握しなければならないため、リーダーシップとコミュニケーション能力も求め

られる。 

 

◆内装設計施工職に求められる能力 

リサーチ力：クライアントの真のニーズを見つけ出す力 

センス：モノや心、色合いなどを絶妙にバランスさせる力 

デザイン知識：洗練されたデザインをするための専門知識の追求 

施工管理：抜け漏れ重複がなく、施工業者を機敏に動かす調整力 

空間設計力：人間工学に則った、心地いい空間を設計する力 

http://www.accamplish.com/

